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本冊子は lCRP の討、解のもとに，仁科記念、財凶と 日本アイソトーブ協会が

翻訳したものである。

この報告は，今までに刊行された他の ICRP刊行物とは多少傾向が異なり，

いわゆる実施規定 (code01 practice)の色彩が濃い。そこで，具体的な数値，

たとえば放射性殺種投与患者を病院から自宅に帰してもよい体内量ゃ，廃液の

放出濃度の限度なども記載されてし、る。報告書の内容をわが国の実状にてらし

て考えてみると，前提となっている条件が異なるために，これらの数値会必ず

しもそのまま適用できるとは限らない場合がある。また，わが国の現行の法規

と合致しない点もみうけられる。したがって，本報告書を利用するにあたっ℃

は，施設の状況や環境条件などを具体的に考慮、した上，適切な判断のもとに，

必要ならば修正を加えて，解釈し，実行されることを期待する。
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である。もし広さが十分とれるならば，この実験室を前室によってその他の場

所と分離することが望ましい。その前室には，特別な衣服，靴，職員用のモニ

タリング用器具，掃除用具，および洗浄設備をおくことができる。線源はこの

前室に保管すべきではない。前室と実験室とは，放射能区域の存在に気付かせ

るのに役立つ柵で分離すべきである。

CC.3) 考えている施設の大きさにもよるが，放射性核種の貯蔵場所， “ホ

γ ト"実験室，廃棄すべきものの貯蔵場所，化学実験室のため，および，特に

病院の場合においては管理室，臨床測定室，オートラジオグラフィー設備のた

めに，別々の室または区域を設けることもある。

放射性核種を治療と診断とに使用する平均的な病院アイソトープ施設には，

次の目的をもっ場所を設けるべきである:

(a) アイソトープ調剤室と倉庫

(紛洗面室

(c) 測定設備と洗浄室のついた，排、法物と標本のための倉庫

但) アイソトープ手術室

(e) 臨床検査室

(f) 実験室(臨床，生化学，測定等)

(g) 汚染除去場所

上記の役目をもっ別々の室のあることが望ましいが，比較的少量の放射能を

使っている場合には (a)と(b)， および但)と (e)とは一緒にしてもよい。

換気

CC.4) 実験室の換気は，実験室内の空気が建物の他の部分に行きえないよ

うなものとすべきである。もし空気調節が必要ならば，その系は，フードまた

は密、閉箱からの空気がその建物の換気系内にひきこまれることのないようなも

のとすべきである。
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α10Fb(3jlω 
10日 6

α 10刊行 I ;35 10'-'" 

β1 0べ

10-0 

α 10目。(ら)β J.D】 a

β10-:.1， 

同 と i.O-' 

t£J 予 “ きと

りミ5主γ 育浄

寸了;もること刀

接燥しておnR
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α11]O-s(a)|1 α 
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5 XllrJ(a) 

β5父lO-[i， (a) 

β5 10-' Cfオ

α10-5 (a) 
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βlO""(b) 

10吋 (a)

10--3 (θ) 
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10-~4 (a) 

，810吋 (b)

(吊) J部長一度の非常にJてき/米国放射線開51:委員会f ンドブック 92には町 この報告さの

い放射性殺種 j表 iのグ vループ lと夕、/レーヅ 2に対応する放射性殺濫に J寸

(も) その他の放射性北京引するレベ川して 0，1町 E，d/時 を，まに表 l川}レーグ

132グループ 4に対応する放射怯核:患に対して LOrn:cao/ 

引時を与えている。

(C) 基本的た言者，lifi{はr 表面が V百きとり投盗て消i争であること n でなければならない

といワことでおー って，ふきとり検査はゼ表わすこと刊できないものであ

放射能区域のパック〆ラウン'Fiま，利沼できる測定器でダ線を測定し

未満とする。これち IIコ条約ょっき民刻の測に表示ちれているほ

舗と見合っている最も近V，値がu この械に示しであるυ
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手堅D.2 ~~ミ新汚染(;);現官倣，ーグリッジ国立研究所)

汚染む場所 方法 数 値
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α150dTコ1τ1;:[ODCin2 わるL、は6.7X
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伎用寸るも《のJ β一ワ 口.~:お5r肌n:rムrad心I下宵宵E時時宅寺; 

:衣服 汚染区域で伎 [匡説法 α150dpul/iOOc:r.n2 あるいは(j 7X 
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汚染じではならない 藍読訟

広域における，場所

。コ汚染 ふきとち法

:x 300d.r.nn/lOOcrn~'~J ~Z) 

βO.25nlrad/伝子
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再度支給される実験 室説法 α 
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ある L寸土J.:3 

O.05:mrad/時

あるし寸工1.3 iく10-7

あるいは

?こt土フ り 1、J
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訳注 わが国の(:::，['.11計数管式トーベイメーターの大部分は線量率~~のほ均九に言十
数:率目躍をもっているから， tl絞め測定にと記の予1肢を行なう必要はなしにワ
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してのみ起こり句 その速さは2支えることはできたし、。それゆえ?そ
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であり， したがってら)との考慮が支配的となる。原子力施設からの廃物の

場合にはもっと複雑な事態がおこるであろうが，これらはこの報告書の取扱範

る。

(F 05) どのような施設からの放射性廃物の腐棄を計画するにまちたっても，

廃物の各型を分けて考慮する手とが必要であるが， しかしそれらは合わきのて

同 人の被曝をもた'らすかもしれないことを記憶しておくことも必要である。

玄た廃物の種類または量が変わるかもしれないような持来の発展にそなえて，

実行 Lうる限り計画をしておくことが必要である。

(F.6) ある種の放出は9 保持と分散の両因子主どある程度組み合わせたもの

になるであろう。例えば，地中へ埋没すれば，放射性物質はゆっくりと放散さ

れるので広く分散し，その結果?その放射性核種の半減期によるが9 人が被曝

する放射性物質の量は大いに減少するであろうことは確実である。

(F.7) 廃物は気体，液体または固体でありうる。それらはエーロソ勺1/， 7]( 

中の懸濁物，あるし・は諸事液として運ばれることがある。普通は不格性と見なさ

れる物質も種々の化学成分を含む水中では不溶性ではなL、かもしれない。空

よび:食物中の放射性物費の濃度は 9 環境における稀釈や移動およ

び動植物によるとりこみのような詩因子に{依存するであろう。これらの因子は

また9 その地方の土地の物理的;化学的特徴，その地方の気象的および水理的

諸条件，動植物の利用状況および人口集団の分布に依存する。したがって，大

量の放射性臆物を環境へ放出するためのやり方は?地域的諸事情に関連させて

きであり，そのためには多くの分野における専門的知識がしばしば必

要とされる。

(F.8) 短半減期の核種を含む少量の可搭性の放射性廃物を衛生下水管

キ訳注 項の脚注参照。
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へ廃棄することは，しばしば便利で実行しやすい。こうすれば，放射性物質

は，飲料水や食物中に入ってくるまでに時間がかかるので減衰し?またおる程

度の分散あるいは稀釈が行なわれる。いくつかのp 比較的ふつうに使用される

放射性核種では3 衛生下水管系への放出は同じ元素の非放射性同位体と混合す

ることにもなり 3 そのため動植物によるとりこみをかなり減じうる。勿論，そ

の効果は，下水系の規模，下水処理の方法，下水処理後の排水の利用法p およ

び含まれていた放射性物質の化学的性質などのような，多くの因子に左右され

る。

(F.9) 衛生下水管系への痘接の排出は，診断と治療にさいして放射性物質

を投与された患者からの排池物の廃棄のためにはとくに満足すべきものであ

る。放射能の放出量，放射性半減期，およびこの系によって処理される下水の

量の間の関係は，通例，排出点近くの配管工や下水作業者を防護するために必

要な注意以外の特別な注意を必要としなくて済むようになっている。もし配管

した下水系がないならば，責任当局は廃棄方法をp 人々の被曝の可能性に関し

て，評価しなければならない。

(F. 10) ある施設から排出される液中の放射性核種の許容濃度の範囲を定

めることは可能であり (90項を参照)，それは通常，そこで生ずる廃物の廃棄を

許すのに十分なものである。もっと放射能の高い廃物でも 9 たとえばこの下水

系が潜在的な飲料水源に適じていなければ，この系に放出することは許されう

る。他方B ある種の水の利用(たとえば農業や工業利用)は，飲料水と Lて用

いる場合よりも低い放射性核種濃度にする必要があるかもしれない。そのよう

な場合にはp 受けいれ側の水中の放射能濃度も考え9 それを水の使用法と考え

合わせるべきである。

(F.11) 放射性物質を環境に放出することを含む諸行為の監督の責任の所

在は国によって異なるであろうが，責任当局はすべてのそのような放出の総計

が過剰の被曝をひきおこさないことを確実にすべきである。
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(F 012) 

を参照)。

、られる。

(F.13) 

レベルの国体溌物は非放射性廃物とともに

もっと多いときにはD 焼却ま

してよし、 (92項

他の麿棄方法が

いときには灰の中に濃縮さ この灰からの危

l設はs これを取り出す間および最終麿素(普通は土盛り)の間に起ミるであろ

う。多分F 灰分取り出しの聞の最も大きい危険は灰の吸入によるものであろ

う。この危険は 3 その取出作業に要するl時間および空気についての最大許容濃

度をしらべることにより， 焼却すべきごみ中の最大許容濃度という表現で評価

できる。地面にすてるときに起こる吸入による危険も類似の方法で評価すべ

さであるυ

(F. 14) 

ため

¥町
f
ノ

民
U

1
i
 

hf 
(
 

こぼれから生ずるほかに q

ってし、ても起こることが

して生じさせてはならない。

のカテゴリーでもっとも厄介なのは 3 多分不注意

よっても生ずる。

あるが，悪L

や無謀によって放射性物質がひろがったために?いくつかの部屋や， U~J'として

建物全体が汚染されてしまったときに生ずる鹿物であるc 汚染除去処置をして

もなお，その部屋からものを取り去り，あるい

るかもしれない。

りこわす必要さえあ

(F. 16) 高いレベノレ るために部屋が 不適当になっ

ても 9 解体さil"Lj:，こときフあるいは埋設によって廃棄されたときに，通常のパッ

クグラウンド放射線にほとんど寄与しないこともある。一般的な法則をつくる

ことはできず， の境棄を個々に考えるべきである。
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(F，17) 気体の放射性廃物を日常的に環境に放出する場合ヲ許容される廃

棄量を決定するためにはその地域の諸条件の何らかの評価が必要となろう。そ

の上で?排気筒の高さ，または換気系にフィノレターを備える必要牲に関して決

定をすることができる。多量の放射性核種が大気中に排出される場合に札多

くの放射性核種が物体の表面に吸収されて濃縮されるから，定期的モニタリン

グまたは環境サーベイ って，廃棄系が適切であることを確かめることを

すすめる。たとえばヲ ヨウ素 131は事に沈着し，主主を食べる牛にとりこまれp

そして牛乳中に分泌される。この生物学的濃縮があるため，牧草地の上の空気

中の許容レ〆ノレは，吸入にもとづいて設定された空気中の最大許容濃度よりも

ずっと低Lイ色通常は約 1万分のしにきめられているのであるυ

膝物の保管

(17，18) 放射性廃物 のやり方tよ多くの因子に依存する。いくつかの

比較的明白なものは，量，濃度および放射性半減期;技術上の便利さおよび費

用;保管容器の信頼性うおよび適当な保管場所を得る可能性?である。放射性

とくに重要である。ある場合には，廃物を数日間保留することで卜分

であるものもあり，他の場合にはr 環境への放出が許されるレべノレにまで放射

るのに非常に長時間を必要とするものもある。このような長期の保

管のために特別な施設が準備されるべきである。

(F.19) I封じこめJ の前に濃縮するとよ1.，、。 この場合，廃

物は適当な施設に保管するためにヲ実行しうる限り最11¥の容積に縮小される。

濃縮の方法にtL蒸発p 化学的沈澱?溶媒抽出，およびイオン交換法が含まれ

るであろう。可燃性の固体魔物の場合には適切に設計された焼却炉による濃縮

が実行しやすいであろう。または，可燃性物質を圧縮梱包すると 3 地上での保

管あるいは埋設のために必要な場所の大きさを減ずることがでざるであろう。
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このような方法を用いた場合にはすべて，二次的な低放射能魔物を環境に放出

してよい。
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